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  5 月号では、わたしの「人が集まる場」との出会い
を書きました。今号には、わたしがはじめて「場」を
つくる側になった経験を書こうと思います。
  わたしがはじめて「場」をつくる側になったのは、
おそらくは大学生の時だったと思います。わたしが入
学したのはキリスト教系の大学でした。理系が好きな
わたしは、大学では工学部電子工学科に進学しまし
た。ただ、入った瞬間に「間違えた」と思いました。
理系が好きであることと、それを学問として学ぶこと
の間にある大きな違いを実感したのです。わたしは高
校時代に合唱部に所属しており、大学でも続けたかっ
たのですが、あまりにも勉強が忙しいので合唱部は断
念し、代わりに電気研究会に入り、プログラムをつく
ったりして楽しんでいました。また、大学の講義もな
んとかついていけるように勉強もしていました。
　しかし、それは１年生の間だけでした。２年生の夏
休み、課題をするために祖父の家に居候させてもらい
ました。当初は夏休みだけの予定でしたが、そのまま
ずるずると祖父の家に居続けました。それをきっかけ
に、わたしはどんどん大学の講義から遠ざかってい
き、工学部の友だちとも疎遠になりました。また、電
気研究会もやめてしまいました。こうして、わたしは
大学の中に居場所をなくしました。
　そんなわたしでしたが、再び大学の中に居場所を見
つけることになりました。その最初のきっかけは、キ
リスト教の教会の青年会でした。たまたま一般教養の
授業で出会って親しくなった他学部の友だちに、大学
の系列の D 教会の青年会に誘われました。わたしは
他の教会に籍がありましたが、D 教会の青年会に参加
しはじめました。D 教会の青年会は、「教会に批判的
にかかわる」ことを標榜しており、かなり政治がかっ
たメンバーが多く、活動方針をめぐってメンバー間の
衝突もありました。最終的には青年会は空中分解しま
した。しかし、そのような青年会に身をおくことを通
して、他の教会の青年会の人々ともつながり、わたし
の交友範囲はキリスト教の中に広がっていきました。

　さらにわたしは大学内にもひとつの居場所を見つけ
ました。それは、かつて断念した合唱を行う聖歌隊で
した。わたしが入部した当時の聖歌隊は部員がほぼゼ
ロの状態で、唯一いた先輩は練習の日にひとりでオル
ガンを弾きながら誰かが来るのを待つという状態でし
た。そこでわたしは先輩から指揮者のポジションをも
らい、ひたすら人集めをしました。人が集まったら、
次は発表の場所の確保です。大学が行っている礼拝で
賛美歌を歌えるように、宗教部にかけあいました。こ
のようにして、復活聖歌隊が結成されました。
　そしてもうひとつ、これらをつなぐ大切な居場所を
見つけました。それは、宗教部の建物の中にある「談
話室」という部屋でした。当時誰も使っていなかった
談話室にわたしは居座りました。そこに D 教会の青
年会や他の教会の青年会、そして聖歌隊のメンバーが
入れ替わり立ち替わりやってきました。異なるいくつ
かのグループが「談話室」という「場」でつながり、
人間関係や話題が化学反応を起こしていました。そし
てその化学反応は、さらに他の人を呼び込み、談話室
は多様な人が集まる「場」になりました。談話室のメ
ンバーたちは、宗教部主催のキャンプにみんなで参加
したり、聖歌隊の名前を使って学園祭に喫茶店を出し
たり、とにかく「おもしろいこと」をやりました。
　あちこちに出かけていって、それぞれの場所にいる
人をつなぐ「場」をつくる、今のわたしのやり方の原
点は、この談話室にあったような気がします。わたし
はそんな談話室の中では「中心」にはおらず、「周縁」
にいたような気がします。また、そこで担っていた役
割は、おそらくは「触媒」だったと思います。
　ただ、こんなことをしていたので、わたしは４年で
大学を卒業できませんでした。大学５年になった時、
同学年の人たちはみんな卒業してしまい、談話室から
人は消えました。わたしも教員採用試験や卒業のため
に勉強しなければならなくなり、談話室に行くことも
なくなりました。そして翌年、わたしも大学を卒業
し、現在の高校に赴任することになりました。

はじめての「場」づくり

土肥いつき DOHI ITSUKI

京都の公立高校教員。24 時間一人パレード状態の
トランス女性。趣味の交流会運営で右往左往する日々
を送っている。
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